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高齢者虐待は、高齢者の尊厳を傷つけ、財産や生命までも危険にさらす 

行為であり、高齢化が進むなかで、深刻な問題となっています。 

高齢者に対する虐待を防止し高齢者の権利利益を擁護するため、平成１８ 

年４月に｢高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律｣ 

（高齢者虐待防止法）が施行されました。 

養介護施設（高齢者福祉施設や介護保険サービス事業所等）における 

高齢者虐待を防止するためには、施設等の管理者を先頭に、実際に高齢者 

の介護にあたる職員だけでなく、他の職員も含めた施設等全体での取組が 

重要です。 

 

 

 

 

 

高齢者は、尊厳と安全の中で生活し、搾取及び身体的あるいは精神的虐待を受けな

いでいられるべきである。 
（平成３年 12 月に国連総会で採択された「高齢者のための国連原則」より） 



 

 

 高高齢齢者者虐虐待待ととはは？？  
 

高齢者（６５歳以上の者）に対して、養護者（高齢者を現に養護する家族、親族、同居人

など）や養介護施設従事者等（高齢者福祉施設や介護保険サービス事業所等の職員等）に

よる次のような行為を高齢者虐待といいます。（高齢者虐待防止法第２条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■身体的虐待■ 

身体に外傷が生じ、又は生じるおそれ

がある暴行を加えること 

―たとえばー 

●たたく、つねる、食事を無理やり口に 

 入れる 

●ベッドに縛り付ける など 

■心理的虐待■ 

著しい暴言又は著しく拒絶的な対応

など著しい心理的外傷を与える言動

を行うこと 

―たとえばー 

●子ども扱いする、怒鳴る 

●ののしる、悪口を言う 

●意図的に無視する など 

■介護･世話の放棄･放任■ 

高齢者を養護すべき職務上の義務を

著しく怠ること 

―たとえばー 

●衰弱させるほど水分や食事を与えない 

●入浴をさせない、おむつを交換しない 

など 

■性的虐待■ 

わいせつな行為をする、又はわいせつ

な行為をさせること 

―たとえばー 

●排せつの介助がしやすいとして下半身

を下着のままで放置する 

●人前でおむつ交換をする など 

■経済的虐待■ 

財産を不当に処分することなど高齢者

から不当に財産上の利益を得ること 

―たとえばー 

●本人の年金や預貯金を、本人に無断で

使う 

●生活に必要なお金を渡さない など 

 

 

虐待をしている自覚がないことや、

「本人のために」と思ってやってい

ることが虐待につながっているこ

ともあります。 

―たとえばー 

●徘徊するので部屋に閉じ込める 

●失禁しないように、水分を与える 

ことを控える など 
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身身体体拘拘束束とと高高齢齢者者虐虐待待 

 

身体拘束は、原則としてすべて高齢者虐待に該当します。 

高齢者福祉施設等においては、利用者本人や他の利用者等の生命や身体を保護するため

「緊急やむを得ない場合」を除いて、身体拘束を行うことは禁止されています。 

（「市町村・都道府県における高齢者虐待への対応と養護者支援について」厚生労働省老健局 平成 18 年４月より） 
 
           ●●徘徊しないよう、車いすやベッドにひも等でしばる 

           ●●自分で降りられないよう、ベッドを柵(サイドレール)で囲む 

           ●●行動を落ち着かせるために､向精神薬を過剰に服用させる 

●●脱衣やおむつはずしを制限するために、介護衣(つなぎ服)を着

せる など 
 

 

養養介介護護施施設設やや従従事事者者等等のの責責務務とと義義務務 

 

           ●●養介護施設従事者等の研修を実施すること 

           ●●利用者や家族からの苦情処理体制を整備すること 

           ●●その他高齢者虐待の防止等のための措置を講じること 
                         （高齢者虐待防止法第 20条） 

 

           高齢者虐待を発見しやすい立場にあることを自覚し、早期発見に

努めなければなりません。   （高齢者虐待防止法第５条第１項） 

 

 

 

 

 

           自分が働く施設等で養介護施設従事者等による虐待を受けたと思

われる高齢者を発見した場合は、速やかに市町村に通報しなけれ

ばなりません。        （高齢者虐待防止法第 21条第 1 項） 

           ●●通報を行うことは守秘義務違反にはあたりません。 
（高齢者虐待防止法第 21条第６項） 

●●通報したことによる不利益な取扱い(解雇、降格、減給など)は

禁止されています。     （高齢者虐待防止法第 21条第７項） 

 

 

 

 

 

身体拘束の具体例 

施設･事業所の取組 

従事 者 等の 責務 

従事 者 等の 義務 

●●●●●●高齢者虐待のサイン●●●●●● 

・身体のあざや傷について、説明があいまいである 

・寝具や衣服が汚れたままである 

・居室が極めて非衛生的な状況になっている 

・明らかに病気であるのに医師の診察を受けていない など 

●●●●●●市町村や県の対応●●●●●● 

通報を受けた市町村は、事実確認を行い、県に報告するとと

もに、県や市町村は、立入検査、勧告、改善命令など関係法

令による権限を適切に行使して虐待の防止と高齢者の保護を

図ります。（通報の秘密は守られます。） 
（高齢者虐待防止法第 22条～第 24条） 



養養介介護護施施設設やや事事業業所所かからら高高齢齢者者虐虐待待ををななくくすすたためめにに  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図のように、虐待が顕在化する前には、「不適切なケア」を底辺に、表面化していない虐

待やその周辺の「グレーゾーン」の行為が、連続的に存在しています。 

養介護施設等では、ささいな「不適切なケア」の存在が放置されると、それが蓄積され、

拡大されて、明らかな虐待につながっていくといえます。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(｢施設･事業所における高齢者虐待防止学習テキスト｣社会福祉法人東北福祉会 認知症介護研究･研修仙台センターを参考に作成)  

 

「不適切なケア」の段階で、「虐待の芽」を摘む取り組みが大切です 

高齢者虐待・不適切なケアの防止策 

組織運営の健全化 
・理念や方針を職員間で共有 

・職員教育体制の整備 

・第三者の視点で開かれた組織に 

負担やストレス･組織風土の改善 
・柔軟な人員配置の検討 

・職員のストレスの把握 

・上司や先輩による声かけ、悩み相談 

チームアプローチの充実 
・リーダーの役割の明確化 

・チームでの意思決定の仕組みの明確化 

倫理観とコンプライアンスを 

高める教育の実施 
・「利用者本位」の大原則の確認 

・職業倫理・専門性に関する学習の徹底 

・身体拘束を行わないケアや虐待を防止 

 する方法の学習 

ケアの質の向上 
・認知症に関する正しい理解 

・アセスメントとその活用方法の実践的学習 

・認知症ケアに関する知識の共有 

（柴尾慶次氏(特別養護老人ホームフィオーレ南海施設長)が作成した資料(2003)をもとに作成）

顕在化した虐待顕在化した虐待顕在化した虐待顕在化した虐待

「緊急やむを得ない
場合」以外の

　　身体拘束身体拘束身体拘束身体拘束

意図的な虐待
であるが表面化
していないもの

結果的に虐待
を行ってしまっ
ているもの

「虐待である」との判断
に迷う「グレーゾーン」
が「不適切なケア」を底
辺として連続的に存在
する
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「「「「虐待虐待虐待虐待かもしれないかもしれないかもしれないかもしれない！」！」！」！」と思ったら････ ひとりで悩まず 

市町村の担当窓口又は地域包括支援センターへご相談ください。 

発行 平成 25年４月 福岡県保健医療介護部高齢者支援課・介護保険課 


